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２０１３年１１月 

在カナダ日本国大使館 

医務官 仲本光一 

 

フレイザー研究所（Fraser Institute：カナダに拠点を置く独立した非党派研究教育組織）

は、毎年カナダ医療機関での待ち時間を調査し、報告しています。２０１３年１月９日か

ら２０１３年４月３０日まで、１２の専門科・１０州で実施されたアンケート調査の結果

が発表されましたので、概要をお知らせいたします。 

 

 

結果 

 

１．２０１３年、州別待ち時間の中央値（週） 

青：一般医（家庭医など）から専門医受診までの待ち時間 

茶：専門医受診から治療までの待ち時間 



 

一般医受診から専門医による治療までの合計待ち時間は、全国平均で２０１３年は１８．

２週であり、２０１２年の１７．７週よりも長くなっています。１９９３年に比して９５％

の増加です。州別に見ると、６州で増加していますが、オンタリオ、ニュー・ブランズウ

ィック、ノバスコーシャ、ニューファンドランド＆ラブラドールの州では短縮されていま

す。 

 

２．２０１３年、専門科別待ち時間の中央値(週) ※以下、時間は全て週 

青：一般医（家庭医など）から専門医受診までの待ち時間 

茶：専門医受診から治療までの待ち時間 



 

一般医から専門医の治療までの合計待ち時間が短いのは腫瘍放射線科で３．５週、腫瘍内

科４．３週、選択的心臓血管手術１０．３週です。長いのは整形外科の３９．６週、形成

外科の２７．５週、脳神経外科の２４．７週です。２０１２年に比べて大幅に長くなった

のは選択的心臓血管手術、内科、泌尿器科で、それぞれ、２．７週、２．５週、１．４週、

待ち時間が延びています。一方、形成外科、耳鼻科、脳神経外科は、それぞれ４．０週、

２．５週、１．９週短くなっています。一般医から専門医受診までの時間が短いのは、腫

瘍放射線科の１．６週、腫瘍内科の２．２週、心臓外科の４．５週。専門医受診までの時

間が長いのは、整形外科の１８．５週、脳神経外科の１７．４週、形成外科の１２．８週

です。専門医受診から治療までの時間が短いのは緊急心臓血管手術の１．０週、腫瘍放射

線科の２．０週、腫瘍内科の２．１週。治療までの時間が長いのは整形外科の２１．１週、

形成外科の１４．７週、眼科の１０．７週です。 

 

３．専門科別、専門医受診から治療までの待ち時間 ２０１２年と２０１３年の比較 



 

腫瘍放射線科以外、全ての科で待ち時間が長くなっています。 

 

４．臨床的に許容される専門医受診から治療までの待ち時間との比較（科別） 

ピンク：実際の治療までの待ち時間の中央値 

青：臨床的に許容される治療までの待ち時間 



 

専門医については、“臨床的に許容される治療までの待ち時間”についてもサーベイを行っ

ています。１０８のカテゴリーの内、全体として６９％が許容される待ち時間を超えてい

ました。大幅に超えているカテゴリーとしては、整形外科手術、腫瘍内科などがあります。 

 

５．一般医から専門医受診までの待ち時間の中央値 １９９３年と２０１３年の比較（州

別） 

 

全州で１９９３年当時と比べて待ち時間が大幅に延長しています。 



 

６．一般医から専門医受診までの待ち時間の中央値 １９９３年と２０１３年の比較（専

門科別） 

 

腫瘍放射線科以外では全ての科で待ち時間は大幅に伸びています。 

 

７．専門医受診から治療までの待ち時間 １９９３年と２０１３年の比較（州別） 

 



全ての州で待ち時間が大幅に延長しています。 

 

８．専門医受診から治療までの待ち時間 １９９３年と２０１３年の比較（専門科別） 

 

腫瘍放射線科、心臓手術については待ち時間は短縮されていますが、それ以外の科では待

ち時間は延長しています。 

 

９．州別 CT,MRI,超音波検査の待ち時間。I２０１１年、２０１２年、２０１３年 



 

CT検査については２０１２年の３．７週から２０１３年３．６週と短縮されています。サ

スカチュワン州とオンタリオ州が最短で３．０週、ニューファンドランド＆ラブラドール

州が最長で５．３週。MRI 検査は２０１２年の８．４週から２０１３年の８．３週と少し

改善されています。オンタリオ州が最短で５．０週、BC州が最長で１６．０週です。超音

波検査については、２０１２年の３．７週から２０１３年の３．８週と少し長くなってい

ます。アルバータ州とオンタリオ州が最短で２．０週、ケベック州が最長で６．５週です。 

 

１０．待機処置（手術など）の数 

１０州で行われた今回の調査結果から、手術などの医療処置を待っている人は２０１３年

９２８，１２０人と見込まれます。これは２０１２年の８７０，４６２人から６．６％増

加しています。７州で増加していますが、ニューブルンズウィック州、ノバスコーシャ州、

ニューファンドランド＆ラブラドール州では減少しています。一人が一処置を待っている

と仮定すると、２．７％のカナダ人が何らかの処置を待っていることになります。オンタ

リオ州が一番少なく２．０％、マニトバ州が最大で４．５％です。 

 

結論 

一般医受診から専門医による治療までの待機時間は全国平均で１８．２週と２０１２年よ

りも長くなっており、歴史的なレベルに達しています。この長さは医師が臨床的に許容で

きる、と考える長さを超えています。経済面で考えると、関節手術、冠動脈バイパス手術、

MRI 検査の遅れによる損失は１４８億ドル（２００７年度）との計算があります。一人あ

たりの損失は２０１２年で１１２９ドルから３４４７ドルに達するとの試算もあります。

もちろん長い待ち時間による肉体的損失も大きいです。 



今回の調査では０．９％の患者が外国で処置を受けていることがわかりました。各州の対

策と膨大な支出にも関わらずカナダの患者の待ち時間は依然として長すぎるというのが結

論です。 

 

参考：Fraser Institute 

http://www.fraserinstitute.org/publicationdisplay.aspx?id=20516&terms=wait+time 

 

 


